
穀
物

中国の輸入などがカギフ
ジ
ト
ミ
情
報
サ
ー
ビ
ス
室
チ
ー
フ
ア
ナ
リ
ス
ト
斎
藤
　
和
彦
氏

　米国はトウモロコシを原料に生産を続けてきたエ
タノールに対する補助金を財政赤字から削減するこ
とになった。エタノールの生産に向けられたトウモ
ロコシは 年当時は１億―２億 （１ ・４

）だったが、昨年は 億 に拡大。今年は助成
金の削減で作付けが減少する可能性がある。また、
昨年のトウモロコシの輸出は 億 。中国は今
年、世界から 万― 万 を輸入する見通しで、
削減および中国の買い付けがどの程度になるかで価
格は大幅に変動する。
　一方、大豆はアルゼンチンの乾燥など南米の天候
にも左右させるが、シカゴ相場は 台で推移する
ものとみている。
　東京相場は農作物がザラバ取引に移行。流動性が
保たれるかがカギを握っている。 （談）

シカゴ商品取引所（ＣＢＯＴ）
コーン　４―７
大豆　　 台
（期近、１ ）
東穀取
コーン　２万 ―２万 円
一般大豆　４万 ―４万 円
（期先、１ ）

日
本
ユ
ニ
コ
ム
調
査
部
長
主
席
ア
ナ
リ
ス
ト
菊
川
　
弘
之
氏

金
米の出口戦略次第１８００�も

　今年の注目は世界的な過剰流動性の行方だ。米連
邦準備制度理事会 ＦＲＢ が出口戦略を成功させた
場合、金利のつかない金は売られるだろうが、欧州
ソブリンリスクなどの懸念材料が続き、出口戦略へ
のかじ取りは困難を極めるものと思われる。 通貨
全般への不信感 地政学リスク 上場投資信託 Ｅ
ＴＦ への資金流入 金生産の頭打ち傾向 債券バ
ブル崩壊懸念などで過剰流動性相場が続く限り金の
上昇余地は大きいと見る。名目ベースでは史上最高
値を更新しているが、インフレ換算した実質ベース
では、 年に付けた高値よりも安い位置にあり、
水準を下値支持とし に向けて 刻みが

意識されるだろう。 （談）

ニューヨーク商品取引所（ＣＯＭＥＸ）
―

（期近、１ ）
東工取

― 円
（期先、１ ）

　
２
０
１
１
年
は
再
び
資
源
価
格
の
高
騰
に
見
舞
わ
れ
そ
う
だ
。
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
で
の

需
要
拡
大
に
加
え
、
年
後
半
か
ら
は
遅
れ
て
い
た
先
進
各
国
の
経
済
も
回
復
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
鉄
鉱
石
な
ど
の
鉄
鋼
原
料
の
ほ
か
、
銅
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
い
っ
た
非
鉄
金
属
も
軒
並
み
最
高
値

の
更
新
が
予
想
さ
れ
る
。
国
内
需
要
は
建
築
を
中
心
に
回
復
の
見
通
し
に
乏
し
い
も
の
の
、
原
料
価
格

の
商
品
相
場
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。
市
場
で
は

年
上
期
の
資
源
イ
ン
フ
レ
の
再
来
を
懸
念
す

る
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

原
油

ニューヨーク商業取引所（ＮＹＭＥＸ）
米国産標準油種（ＷＴＩ） ―

（期先、１ ）
東工取
中東産原油　３万 ―４万 円

（期先、１ ）

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
社
長
近
藤
雅
世
氏

　 年のＮＹ原油価格はＮＹダウ平均株価と０・
の強い正の相関関係にあった。過去 年間、大統
領選挙の前年は米国株価が上昇することが知られて
おり、 年の原油価格は景気回復過程を反映して高
値を追うだろう。しかし、１ を超える事
態になれば、景気を圧迫する要因となる。市場に対
する投機規制やインフレ懸念から金融引き締めなど
が行われて株価が下落し、原油価格も高値を長く維
持できないと思われる。
　一方、 台まで下落すれば、代替燃料への投資
が活発となり、原油価格に割安感が出る。また、中
期的には電気自動車（ＥＶ）の普及により輸送部門
における原油需要が減退し、石油需要は頭打ちとな
るだろう。 （談）

景気回復映し高値追う

非
鉄

波乱要因多く不安定三
井
物
産
金
属
市
場
本
部
商
品
市
場
部
Ｌ
Ｍ
Ｅ
営
業
室
長
佐
伯
　
智
洋
氏

　ベースメタルは現物需給のタイトな状況、世界経
済の緩やかな回復、旺盛な投資需要を総合すると今
年も堅調に推移すると予想する。供給側ではリーマ
ンショック後の鉱山プロジェクトの一時停止などの
影響が継続。需要側では世界経済が巡航速度へ回復
することで需給タイト感はやや増すだろう。
　また、米国の金融緩和（第２弾）に象徴される市
場への流動性供給により商品市場全体を押し上げる
効果も続く。ベースメタル現物ＥＴＦの登場も波乱
含みとなろう。米国の急激な金融引き締め、欧州債
務危機、中国のインフレ抑制による成長率の急低下
などのリスク要因があるが、各国はこれを回避すべ
く全力をあげると思われる。 （談）

ロンドン金属取引所（ＬＭＥ）
銅　 ―１万
アルミニウム　 ―

（３カ月物、１ ）

今年の商品相場東
穀
取
の
農
産
物
市
場
移
管
一
括
方
式
今
年
に
も
実
現
流
動
性
回
復

東
ア
ジ
ア
、
ハ
ブ
構
想
危
う
い
中
国
市
場
急
成
長

非
鉄

資源インフレ再来懸念先
物
市
場
統
合

私はこう見る

ト
ン

台
に
高
騰
し
た
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
価
。
高

値
か
ら
他
金
属
へ
の
代
替
が
進
む
懸
念
も

金
融
商
品
登
場
資
金
流
入
加
速
地
金
量
制
限
、
下
支
え
に

２０１１年を占う

７
５
―
９
５
�
で
も
み
合
う
展
開
景
気
回
復

石
油 落

ち
込
み
が
続
く
国
内
需
要
を
よ
そ
に
、
再
び
資

源
イ
ン
フ
レ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

鉄
鋼
内
需
低
迷
も
年
初
急
上
昇
原
料
高

　　 ２０１１年 平成２３年 １月４日 火曜日 　　 （ ）

　
２
０
１
０
年
末
に
か
け
て

市
場
関
係
者
の
注
目
を
集
め

た
の
は
、
銅
、
ニ
ッ
ケ
ル
、

ス
ズ
な
ど
非
鉄
金
属
現
物
を

裏
づ
け
と
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｆ

上

場
投
資
信
託

の
登
場
だ
。

英
国
の
資
産
運
用
大
手
、
Ｅ

Ｔ
Ｆ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
が

月
に
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引

所
に
上
場
、
投
機
資
金
が
流

入
す
る
と
の
思
惑
か
ら
銅
相

場
な
ど
の
上
昇
の
一
因
と
な

っ
た
。

　
米
国
な
ど
先
進
国
の
金
融

緩
和
を
背
景
に
余
剰
資
金
が

国
際
商
品
市
場
に
流
入
し
や

す
い
環
境
が
続
く
中
、
よ
り

手
軽
に
非
鉄
金
属
に
投
資
が

で
き
る
金
融
商
品
の
登
場

で
、
資
金
流
入
が
加
速
す
る

と
の
見
方
が
出
て
い
る
。
ま

た
、
現
物
確
保
型
の
た
め

「
市
場
に
出
回
る
地
金
の
量

が
制
限
さ
れ
相
場
の
下
支
え

要
因
と
な
る
」

商
品
ア
ナ

リ
ス
ト

こ
と
も
予
測
さ
れ

て
い
る
。

　
Ｅ
Ｔ
Ｆ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ズ
は
今
年
第
１
四
半
期
中
に

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
亜
鉛
、
鉛

に
つ
い
て
も
Ｅ
Ｔ
Ｆ
を
上
場

す
る
計
画
の
ほ
か
、
他
の
欧

米
の
金
融
機
関
な
ど
も
設
定

を
計
画
し
て
お
り
新
た
な
需

要
拡
大
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。
金
、
白
金
な
ど
の
貴
金

属
も
Ｅ
Ｔ
Ｆ
を
通
じ
た
投
資

需
要
が
活
発
で
、
非
鉄
金
属

も
取
引
が
よ
り
増
え
る
と
の

見
方
が
あ
る
。
一
方
、
金
融

的
側
面
の
強
い
金
な
ど
と
異

な
り
産
業
素
材
で
あ
る
非
鉄

金
属
へ
の
投
機
資
金
流
入
拡

大
は
「
相
場
の
高
騰
や
乱
高

下
を
引
き
起
こ
す
」

非
鉄

関
連
企
業

と
懸
念
す
る
実

需
家
も
少
な
く
な
い
。

　
投
資
需
要
に
加
え
、
中
国

な
ど
新
興
国
の
旺
盛
な
需
要

を
背
景
に
需
給
ひ
っ
迫
懸
念

が
強
い
国
際
銅
価
格
は
「
今

年
前
半
に
も
過
去
最
高
値
を

更
新
し
ト
ン
当
た
り
１
万

の
大
台
に
乗
せ
る
可
能
性
が

高
ま
っ
て
い
る
」

三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
細
尾
忠
生
・
調

査
部
研
究
員

。
こ
の
た
め

非
鉄
関
連
企
業
な
ど
で
は
ア

ル
ミ
な
ど
よ
り
安
価
な
非
鉄

金
属
や
鉄
へ
の
材
料
転
換
を

進
め
る
動
き
も
出
て
い
る
。

　
一
方
、
金
、
銀
、
白
金
な

ど
の
貴
金
属
も
余
剰
資
金
の

流
入
が
相
場
を
押
し
上
げ
る

構
図
が
続
き
そ
う
だ
。
米
国

の
国
債
買
い
取
り
は
今
年
６

月
末
ま
で
継
続
さ
れ
る
計
画

で
金
融
緩
和
の
流
れ
は
変
わ

ら
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
か

ら
だ
。
中
国
の
金
融
引
き
締

め
な
ど
懸
念
材
料
は
あ
る
も

の
の
「
先
進
国
の
金
融
緩
和

の
継
続
や
超
低
金
利
政
策
が

金
相
場
を
支
え
、
今
年
前
半

ま
で
に
は
ト
ロ
イ
オ
ン
ス
当

た
り
１
５
０
０

の
新
高
値

を
試
す
可
能
性
も
高
い
」

大
手
地
金
商

と
す
る
見

方
が
出
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
の
原
油
相
場

は
、
１

―

で
も

み
合
う
展
開
に
な
り
そ
う

だ
。
２
０
１
０
年
の
原
油
価

格
は
株
価
と
の
相
関
性
が
高

く
、
景
気
の
回
復
期
待
が
先

行
し
て
株
価
を
上
昇
さ
せ
、

原
油
価
格
を
押
し
上
げ
る
傾

向
が
み
ら
れ
た
。

年
も
こ

れ
と
同
様
の
展
開
に
な
る
と

の
見
方
が
強
い
。
下
半
期
に

か
け
て
景
気
の
回
復
が
期
待

で
き
れ
ば
１

以
上

も
視
野
に
入
る
が
、
１

１
０
０

を
超
え
る
と
景
気

に
対
す
る
影
響
が
大
き
く
な

り
、
取
引
規
制
な
ど
に
よ
る

市
場
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行

わ
れ
や
す
い
。
一
方
で
、
１

を
切
る
と
割
安
感

が
出
る
こ
と
か
ら
、
１

―

の
間
で
も
み
合
う

展
開
が
予
想
さ
れ
る
。

　
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

Ｉ
Ｅ
Ａ

の
予
測
に
よ
る

と
、
２
０
１
１
年
の
原
油
需

要
が
日
量
８
８
８
０
万

で

あ
る
の
に
対
し
て
、
非
石
油

輸
出
国
機
構
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
か

ら
の
供
給
は
５
３
４
０
万

、
天
然
ガ
ス
な
ど
か
ら
生

産
さ
れ
る
原
油
は
５
８
０
万

と
な
っ
て
い
る
。
需
要
か

ら
供
給
を
差
し
引
く
と
２
９

６
０
万

と
な
る
が
、
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
は

年

月
に
日
量
２

９
２
０
万

を
生
産
し
て
い

る
の
で
、

年
は
同

万

を
増
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
た
だ
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
余
剰

生
産
能
力
は
日
量
４
３
０
万

あ
る
の
で
余
力
は
十
分
に

あ
る
。
世
界
の
原
油
在
庫
は

２
０
１
０
年
９
月
末
時
点
で

需
要
の

日
分
に
当
た
る

億
３
０
０
０
万

、
日
量
換

算
で
約
１
１
８
６
万

相
当

分
あ
り
、

万

程
度
の
在

庫
減
な
ら
問
題
視
さ
れ
な
い

と
の
見
方
が
大
勢
だ
。

　
２
０
１
１
年
の
鉄
鋼
製
品

市
況
は
、

年
末
か
ら
の
原

料
高
を
受
け
、
年
初
か
ら
急

激
に
上
昇
す
る
見
通
し
が
強

ま
っ
て
い
る
。
鉄
鉱
石
や
原

料
炭
価
格
は
、
中
国
で
の
需

要
増
を
追
い
風
に
今
後
も
上

昇
を
続
け
、
最
高
値
を
更
新

す
る
可
能
性
が
高
く
、
市
場

は
一
年
を
通
し
て
原
料
高
に

悩
ま
さ
れ
そ
う
だ
。
一
方
、

国
内
の
鋼
材
需
要
は
建
築
を

中
心
に
大
幅
な
回
復
は
期
待

で
き
な
い
。
従
っ
て
、
世
界

的
な
資
源
高
に
対
し
、
国
内

の
流
通
業
者
が
ど
れ
だ
け
価

格
転
嫁
を
進
め
ら
れ
る
か

が
、
今
年
の
鋼
材
市
況
を
左

右
す
る
。

　
国
内
の
鋼
材
市
況
は
、
昨

年
末
か
ら
の
原
料
高
を
背
景

に
、
底
入
れ
、
反
発
の
状
態

で
新
年
を
迎
え
た
。
原
料
価

格
は
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
昨

年

月
か
ら
の
２
カ
月
間
で

ト
ン
当
た
り
８
０
０
０
円

％

高
と
な
っ
た
上
、

原
料
炭
が
１
―
３
月
に
前
期

年

―

月

に
比
べ

約
８
％
上
昇
。
鉄
鋼
メ
ー
カ

ー
は
値
上
げ
に
動
い
て
お

り
、
新
日
本
製
鉄
が
Ｈ
形
鋼

価
格
を

年

月
契
約
で
７

カ
月
ぶ
り
に
引
き
上
げ
た
ほ

か
、
電
炉
大
手
の
東
京
製
鉄

も
Ｈ
形
鋼
や
熱
延
コ
イ
ル
を

含
む
全
品
種
を

年
１
月
契

約
で
４
カ
月
ぶ
り
に
値
上
げ

し
た
。
こ
の
結
果
、
流
通
各

社
は
価
格
転
嫁
を
進
め
て
お

り
、
一
部
品
種
の
市
況
は
反

発
に
転
じ
て
い
る
。

　
鉄
鉱
石
や
原
料
炭
の
ス
ポ

ッ
ト
価
格
は
昨
年
９
月
か
ら

上
昇
基
調
が
継
続
し
て
お
り

「
こ
の
ま
ま
だ
と
４
―
６
月

も
一
段
高
と
な
る
」

鉄
鋼

メ
ー
カ
ー

可
能
性
が
高

い
。
新
興
国
で
の

資
源
需
要
の
拡
大

で
、
非
鉄
金
属
や

原
油
な
ど
も
軒
並

み
値
上
が
り
し
て

お
り
、
再
び
資
源

バ
ブ
ル
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
。
市

場
関
係
者
か
ら
も

「
原
料
の
上
昇
度

合
い
は

年
に
似

て
い
る
」
と
の
指

摘
が
多
い
。

年

は
世
界
的
な
資
源
イ
ン
フ
レ

で
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
鉄
鉱

石
が
最
高
値
を
更
新
し
、
鋼

材
価
格
は
ほ
ぼ
全
品
種
で
ト

ン

万
円
を
超
え
る
「
異
常

事
態
」
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
国
内
需
要
は
延
期

に
な
っ
て
い
た
建
築
物
件
が

年
初
か
ら
徐
々
に
再
開
さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、
依
然
と
し
て

年
の
水
準
に
は
回
復
し
な

い
見
通
し
。
自
動
車
も
「
国

内
で
の
販
売
増
は
見
込
め
な

い
」

都
内
の
加
工
業

者

。
需
要
の
回
復
が
遅
れ

る
中
で
、
国
内
の
流
通
業
者

が
世
界
的
な
資
源
高
に
ど
れ

だ
け
対
応
で
き
る
か
。
流
通

で
は
「
実
需
な
き
値
上
げ
に

は
限
界
が
あ
る
」

大
手
流

通

と
の
弱
気
な
声
も
出
て

い
る
。

　

　

市
場
の
拡
大
目
指
す
東
工
取

東
京
都
中
央
区

取
引
シ
ス
テ
ム
を
東
工
取
に

移
す
東
穀
取

東
京
都
中
央

区　

　
２
０
１
１
年
は
東
京
穀
物

商
品
取
引
所
の
農
産
物
市
場

が
東
京
工
業
品
取
引
所
に
移

管
す
る
年
と
な
る
。
昨
年
後

半
か
ら
両
取
引
所
間
で
協
議

を
重
ね
て
お
り
、
す
で
に
経

営
統
合
は
無
理
と
の
結
論
に

達
し
、
農
産
物
市
場
の
み
を

東
工
取
に
移
管
す
る
こ
と
で

両
取
引
所
は
合
意
し
た
。
ま

た
、
移
管
に
つ
い
て
は
一
括

方
式
か
中
大
取
方
式
か
―
で

主
務
省
を
加
え
た
３
者
間
で

議
論
を
展
開
、
流
動
性
を
損

な
わ
ず
、
取
組
枚
数
を
引
き

継
げ
る
一
括
方
式
に
決
定
し

た
。

　
し
か
し
、
同
方
式
は
投
資

家
の
同
意
が
必
要
。
こ
の
た

め
、
準
則
で
一
括
方
式
を
い

つ
導
入
す
る
か
な
ど
を
明
記

す
る
こ
と
で
投
資
家
の
同
意

を
不
要
に
す
る
方
針
だ
。

　
政
府
は
昨
年
６
月
に
発
表

し
た
「
新
成
長
戦
略
」
で
、

総
合
取
引
所
を

年
ま
で
に

創
設
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し

た
。
株
式
か
ら
商
品
先
物
ま

で
を
再
編
・
統
合
し
た
取
引

所
構
想
で
、
現
時
点
で
は
ど

の
よ
う
な
形
態
に
す
る
か
は

不
明
だ
が
、
業
界
内
で
さ
さ

や
か
れ
て
い
る
の
は
持
ち
株

方
式
。
傘
下
に
東
京
証
券
取

引
所
は
じ
め
東
京
金
融
取
引

所
、
東
京
工
業
品
取
引
所
な

ど
が
ぶ
ら
下
が
る
と
い
う
も

の
。

　
こ
の
構
想
を
い
ち
早
く
導

入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が

商
品
取
引
所
。
商
品
先
物
取

引
市
場
は

年
に
は
総
出
来

高
１
億
５
４
０
０
万
枚
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
は
減
少
傾
向

を
た
ど
り

年
に
は
３
５
５

０
万
枚
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

年
秋
に
起
こ
っ
た
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
も
商
品

先
物
取
引
市
場
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
ほ
か
、

年
に

導
入
さ
れ
た
再
勧
誘
の
禁
止

も
投
資
家
離
れ
に
拍
車
を
か

け
た
。

　
東
穀
取
は

年
度
の
事
業

計
画
に
基
づ
い
た
一
日
平
均

出
来
高
を
２
万
２
５
０
枚
に

設
定
し
た
。
し
か
し
、

月

ま
で
の
一
日
平
均
出
来
高
は

１
万
枚
を
上
回
る
の
が
や
っ

と
の
状
態
で
年
度
当
初
に
計

画
し
た
枚
数
に
は
遠
く
及
ば

な
い
の
が
現
状
。
こ
の
状
況

を
見
る
に
見
か
ね
た
取
引
員

な
ど
は
東
工
取
と
の
統
合
を

提
案
。
こ
れ
を
受
け
て
、
加

藤
雅
一
日
本
商
品
先
物
振
興

協
会
会
長
は
会
員
の
総
意
と

し
て
渡
辺
好
明
東
穀
取
社
長

に
農
産
物
市
場
を
国
内
に
残

す
努
力
を
要
請
し
た
。

　
東
穀
取
は
１
９
５
２
年
に

穀
物
商
品
取
引
を
ス
タ
ー
ト

し
、

年
間
に
わ
た
り
独
自

の
取
引
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
手
ぶ
り
か
ら
板
寄
せ

シ
ス
テ
ム
取
引
に
変
わ
っ
た

も
の
の
、
国
際
的
に
は
ザ
ラ

バ
取
引
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
。
時
代
の
趨
勢せ

い

す
う

に
合
わ
せ
、
東
穀
取
は
１
月

４
日
の
大
発
会
か
ら
東
工
取

の
ザ
ラ
バ
シ
ス
テ
ム
を
共
同

利
用
す
る
。
さ
ら
に
取
引
時

間
に
つ
い
て
も
夜
間
取
引

―

時

を
導
入
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
共
同
利
用
も
東

工
取
に
農
産
物
市
場
を
移
管

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
両
取
引
所
の
経
営
統
合
は

い
ず
れ
も
赤
字
経
営
で
消
え

た
が
、
ど
の
よ
う
な
方
式
で

農
産
物
市
場
を
東
工
取
に
移

管
さ
せ
れ
ば
流
動
性
を
保
て

る
か
が
詰
め
の
段
階
と
し
て

残
っ
た
。
東
穀
取
が
建
て
た

限
月
を
含
め
て
東
工
取
が
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
る
一
括

方
式
は
流
動
性
を
損
な
う
こ

と
な
く
継
続
し
た
取
引
が
で

き
る
。
こ
の
た
め
、
取
引
員

な
ど
業
界
関
係
者
の
理
想
は

一
括
方
式
を
望
ん
だ
。
し
か

し
、
同
方
式
は
す
で
に
上
場

し
て
い
る
商
品
の
取
引
所
を

変
更
す
る
た
め
、
投
資
家
全

員
の
同
意
を
取
り
付
け
る
こ

と
が
必
要
。
業
界
に
と
っ
て

全
投
資
家
か
ら
同
意
を
と
る

の
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
で

実
現
は
不
可
能
と
の
見
方
が

大
勢
を
占
め
た
。

　
そ
れ
で
も
、
東
穀
取
は
東

工
取
と
の
２
者
協
議
に
主
務

省
も
加
え
、
一
括
方
式
で
市

場
移
管
を
模
索
し
、
市
場
移

管
に
伴
う
準
則
で
移
管
限
月

を
明
記
す
る
こ
と
で
同
意
を

不
要
に
で
き
な
い
か
な
ど
、

広
範
に
検
討
し
た
。

　
一
方
、
中
大
取
方
式
は
東

穀
取
が
建
て
た
限
月
後
に
新

た
に
東
工
取
が
限
月
を
建
て

る
方
式
。
東
工
取
が
新
た
に

限
月
を
建
て
る
た
め
、
取
引

所
の
変
更
も
な
く
、
投
資
家

の
同
意
は
不
要
で
、
移
管
に

対
す
る
投
資
家
の
不
満
も
生

じ
に
く
い
。

　
し
か
し
、
新
甫
は
ゼ
ロ
か

ぽ

し
ん

ら
の
立
ち
上
げ
で
あ
り
、
取

引
所
の
変
更
時
に
手
じ
ま
い

す
る
投
資
家
も
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
流
動
性
が
果
た
し

て
保
て
る
か
と
い
う
点
で
は

疑
問
符
が
付
く
。

　
商
品
先
物
取
引
業
界
は
す

で
に
東
穀
取
の
上
場
商
品
の

す
べ
て
が
流
動
性
の
低
下
に

見
舞
わ
れ
て
お
り
、
一
段
の

低
下
は
一
層
の
投
資
家
離
れ

に
つ
な
が
る
と
危
惧
し
て
い

る
。
農
産
物
市
場
は
東
工
取

に
移
管
後
、
流
動
性
が
回
復

す
る
こ
と
を
願
っ
て
行
う
も

の
。
一
層
の
低
下
は
市
場
を

海
外
に
奪
わ
れ
る
こ
と
に
も

な
り
、
東
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
を

目
指
す
と
い
う
構
想
も
危
う

く
な
る
。

　
中
国
の
商
品
先
物
市
場
は

急
成
長
が
続
い
て
い
る
。
中

で
も
上
海
市
場
は
コ
メ
の
上

場
を
検
討
し
て
お
り
、

年

に
コ
メ
の
試
験
上
場
を
目
指

す
東
穀
取
の
ラ
イ
バ
ル
に
な

る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に

中
国
も
東
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
を

目
指
し
て
お
り
、
海
外
投
資

家
の
多
く
を
中
国
に
と
ら
れ

る
と
、
日
本
の
商
品
先
物
市

場
は
大
打
撃
を
被
る
こ
と
に

な
る
。

　
農
産
物
市
場
を
東
工
取
に

移
管
し
、
東
工
取
の
最
新
ザ

ラ
バ
取
引
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
市
場
を
形
成
す
る
こ
と

は
海
外
市
場
に
唯
一
対
抗
で

き
る
手
段
と
い
え
る
。
こ
れ

を
機
に
東
京
市
場
の
動
向
を

海
外
市
場
が
気
に
す
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
構
築
す
る
こ
と
が

商
品
先
物
取
引
業
界
に
携
わ

る
人
々
に
課
せ
ら
れ
た
今
後

の
テ
ー
マ
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
取
引
所
取
引
で
も

不
招
請
勧
誘
の
禁
止
が
商
品

先
物
取
引
法
の
施
行
で
導
入

さ
れ
た
。
投
資
家
保
護
を
前

面
に
打
ち
出
し
た
法
の
施
行

で
あ
る
。
対
面
営
業
に
と
っ

て
は
厳
し
い
も
の
だ
が
、
こ

れ
を
乗
り
越
え
て
流
動
性
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
が
商
品
先

物
取
引
業
界
の
信
頼
性
向
上

に
つ
な
が
る
。

　
農
産
物
市
場
の
東
工
取
移

管
で
手
じ
ま
い
が
増
え
る
の

を
極
力
抑
え
て
、
流
動
性
回

復
に
結
び
つ
け
る
に
は
一
括

方
式
の
移
管
が
最
善
の
策
で

あ
る
。


